
中間報告以降の主な施策 資料５

動物の相談・支援体制の整備の促進

「保護・収容動物の適正な取扱い・譲渡の促進に向けた
ガイドブック」の策定（令和元年度）

獣医系大学との事業連携

風水害時におけるペットの同行避難への対応
（令和元年度）

 殺処分ゼロの実現につながった様々な取組や保護収容した動物の適

正な取扱いの考え方等を整理

 取組や考え方等について、関係者との共通理解を持つことを通じ、

今後の取組をより充実したものとするとともに、連携や協力の輪を

さらに広げるために策定

 令和元年10月の台風19号を含む風水害時における各区市町村の対応

状況や課題について調査を実施

 屋内における動物の飼養場所の確保など、調査で明らかになった課

題を踏まえ、風水害時を想定した具体的な対応策を「災害時におけ

る動物愛護管理対応マニュアル」に盛り込み、改定

＜参考ＵＲＬ＞

https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/smph/kankyo/aigo/horeishir

you/gaidobukku.html

＜参考ＵＲＬ＞

https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/kankyo/aigo/bousai/saigai-

taiou.files/saigaijitaioumanyuaru.pdf

＜参考ＵＲＬ＞

https://www.seisakukikaku.metro.tokyo.lg.jp/basic-plan/choki-plan/

 「『未来の東京』戦略ビジョン」

（令和元年12月策定）において、

2030年に向けた政策目標として動物

の相談・支援体制の整備促進を設定

 令和2年度から、「地域における動

物の相談支援体制整備事業」に取り

組む区市町村を医療保健政策区市町

村包括補助事業により支援

＜令和元年度の取組＞

 日本獣医生命科学大学主催の学園祭にブースを出展し、譲渡ＰＲイ

ベントを実施

 東京農工大学と連携して、動物愛護団体や事業者等を対象に動物由

来感染症をテーマとしたシンポジウムを開催

＜大学研究者による事業提案＞（令和２年度～令和４年度）

 東京農工大学が提案した「大学と自治体、企業、ＮＰＯの協働によ

る高齢者の福祉向上を目指した動物との共生社会の実現と拠点形

成」が令和２年度事業提案制度を採択

 提案内容に基づき、研究調査への支援、事業連携等を予定

＜参考ＵＲＬ＞

https://www.zaimu.metro.tokyo.lg.jp/zaisei/teian/2daigaku_kekka.html


